
エアバンド(AM変調)無電源ラジオ

本体

セラミック
イヤホン

ロッドアンテナ
50cm

ビニール線
６０ｃｍ

検波電流計
１５０μＡ電流計

ON/OFF

副同調回路トリマ
10ｐＦ×２

ＢＮＣコネクタ

インピーダンス変換トランス
ＥＴ-３０（ＳＴ－３０互換）

副同調回路の説明
・１０ｐＦトリマに１０ｐＦセラミックコンデンサ直列接続
実質５ｐＦとして使用
・コイル線材：ポリウレタン銅線 ０．８ｍｍ
・コイル形状：直径１５ｍｍφ、６Ｔ
・コイル間隔：１０ｍｍ
・アンテナ側コイルのアンテナ接続点：約２．７Ｔ
（右写真の右側コイル）
・検波信号取り出し側のダイオード接続点：約１．８Ｔ
（右写真の左側コイル）
・検波ダイオード：１ＳＳ９９（ショットキーダイオード）
・同調目標とする周波数（参考）
羽田空港管制塔系の周波数
ＣＬＲクリアランスデリバリー飛行承認 １２１．８２５ＭＨｚ
ＴＷＲタワー離陸許可（離陸） １１８．１０ＭＨｚ
ＤＥＰディパーチャー航空路誘導 １２６．００ＭＨｚ
ＡＰＰアプローチ管制圏誘導 １１９．１０ＭＨｚ



（参考）同調回路の製作と調整

①

想定（トライアンドエラー）
でＬＣの回路を構成

②

ＶＮＷＡ３で、トリマ中間点
の同調周波数と可変周波
数範囲を測定
※想定周波数範囲でミノムシクリッ
プ使用状態でスルーキャリブレー
ションを実施

③

上図は１２１ＭＨｚ付近での同調を示す
以下ＬＣ回路で１００～１３０ＭＨｚで同調を確認
＜ＬＣ回路＞
Ｃ：１０ｐＦトリマ＋１０ｐＦコンデンサを直列接続
コイル線材：ポリウレタン銅線 ０．８ｍｍ
コイル形状：直径１５ｍｍφ、６Ｔ

④

ＳＤＲで目的とする周波数を受信
※ＳＤＲ＋広帯域アンテナで管制系電波を-70dBm程度（横須賀市で）

目的とする周波数にＭＯＤ付ディップメータで発振

⑤

⑥

正確な変調機能付きＳＧがないため、ＳＤＲとディップメータを使用し受信周波数を調整

１）受信周波数の調整

⑤で得たディップメータの発振波ＭＯＤ信号で受信周波
数を調整

２）コイルのタップ点

アンテナ側コイルのアンテナ接続点（タップ位置）と、検波
信号取り出し側のダイオード接続点（タップ位置）は検波
電流をみながら、決定した。
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